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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年9月6日(2012.9.6)

【公表番号】特表2011-528659(P2011-528659A)
【公表日】平成23年11月24日(2011.11.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-047
【出願番号】特願2011-518865(P2011-518865)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  69/708    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 235/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 235/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/63     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  69/708   ＣＳＰＡ
   Ｃ０７Ｃ 235/10    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 235/12    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   9/38    　　　Ｄ
   Ｃ０７Ｆ   9/09    　　　Ｖ
   Ｃ０７Ｃ 211/63    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   3/00    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｋ   3/18    １０２　

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月17日(2012.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７８】
　本出願では、以下の態様が提供される。
１．　式：（Ｒｆ－Ｑ－Ｘ）ｓ－Ｚで表される化合物であって、式中、Ｒｆは、Ｒｆａ－
（Ｏ）ｒ－ＣＨＦ－（ＣＦ２）ｎ－、［Ｒｆｂ－（Ｏ）ｔ－Ｃ（Ｌ）Ｈ－ＣＦ２－Ｏ］ｍ

－Ｗ－、ＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）ｐ－、ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ２）ｚ－、及びＣＦ３

－Ｏ－（ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－からなる群から選択され、Ｑは、結合、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
－＋ＮＨ（Ｒ’）２－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ’）－、及び－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－からなる群か
ら選択され、ここで、Ｒ’は、水素及び１～４個の炭素原子を有するアルキルからなる群
から選択され、Ｘは、アルキレン、アリールアルキレン、及びポリ（アルキレンオキシ）
からなる群から選択され、ここで、アルキレン及びアリールアルキレンは、それぞれ任意
に、エーテル、アミン、エステル、アミド、カルバメート、及び尿素からなる群から独立
して選択される少なくとも１つの官能基によって中断され、Ｚは、アンモニウム基、アミ
ン－オキシド基、アミン、カルボキシレート、スルホネート、サルフェート、ホスフェー
ト、ホスホネート、及び両性基からなる群から選択され、ただし、Ｘが少なくとも１０個
の炭素原子を有するアルキレンのとき、Ｚは、水素であってもよく、更にＸがポリ（アル
キレンオキシ）のとき、Ｚは、ヒドロキシル及びアルコキシからなる群から選択されても
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よく、Ｒｆａ及びＲｆｂは、独立して、１～１０個の炭素原子を有し、かつ任意に少なく
とも１つの酸素原子によって中断される、部分的に又は完全にフッ素化されたアルキル基
を表し、Ｌは、Ｆ及びＣＦ３からなる群から選択され、Ｗは、アルキレン及びアリーレン
からなる群から選択され、ｒは、０又は１であり、ｒが０のとき、Ｒｆａは、少なくとも
１つの酸素原子で中断され、ｓは、１又は２であり、ここでｓが２のとき、Ｚは、アンモ
ニウム基、ホスフェート、及びホスホネートからなる群から選択され、ｔは、０又は１で
あり、ｍは、１、２、又は３であって、ｎは、０又は１であり、それぞれのｐは、独立し
て１～６の数であり、ｚは、２～７の数である、化合物。
２．　Ｒｆが、Ｒｆａ－（Ｏ）ｒ－ＣＨＦ－（ＣＦ２）ｎ－、［Ｒｆｂ－（Ｏ）ｔ－Ｃ（
Ｌ）Ｈ－ＣＦ２－Ｏ］ｍ－Ｗ－、及びＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）ｐ－からなる群から
選択される、態様１に記載の化合物。
３．　ｔ及びｒがそれぞれ１であり、Ｒｆａ及びＲｆｂが、独立して、１～６個の炭素原
子を有する完全にフッ素化された脂肪族基、及び式：Ｒｆ１－〔ＯＲｆ

２〕ｘ－〔ＯＲｆ
３〕ｙ－、式中、Ｒｆ１は、１～６個の炭素原子を有するペルフルオロ化された脂肪族基
であって、Ｒｆ２及びＲｆ３は、それぞれ独立して、１～４個の炭素原子を有するペルフ
ルオロ化されたアルキレンであって、ｘ及びｙは、それぞれ独立して、０～４の数であっ
て、ｘとｙとの合計が少なくとも１である、で表される完全にフッ素化された基からなる
群から選択される、態様１又は２に記載の化合物。
４．　ｔ及びｒがそれぞれ０であり、Ｒｆａ及びＲｆｂが、独立して、式：Ｒｆ４－〔Ｏ
Ｒｆ

５〕ａ－〔ＯＲｆ
６〕ｂ－Ｏ－ＣＦ２－、式中、Ｒｆ４は、１～６個の炭素原子を有

するペルフルオロ化された脂肪族基であって、Ｒｆ５及びＲｆ６は、それぞれ独立して、
１～４個の炭素原子を有するペルフルオロ化されたアルキレンであって、ａ及びｂがそれ
ぞれ独立して０～４の数である、態様１又は２に記載の化合物。
５．　Ｒｆが、Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＨＦ－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨ
Ｆ－、ＣＦ３ＣＦ２ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－、ＣＦ３－Ｏ－Ｃ
Ｆ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－
、ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ２）２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－、ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ

２）３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－、ＣＦ３－
Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－、ＣＦ３－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－、
ＣＦ３－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２

－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ

２－、ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ２）２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－、ＣＦ３

－（Ｏ－ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２

－ＣＨＦ－、Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２－
Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ
－、ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ２）２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－、ＣＦ３－
（Ｏ－ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－
ＣＨＦ－ＣＦ２－、Ｃ２Ｆ５－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－、Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＦ２－
ＣＨＦ－ＣＦ２－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２

－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－、ＣＦ３

－（Ｏ－ＣＦ２）２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－、及びＣＦ３

－（Ｏ－ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－からなる群か
ら選択される、態様１又は２に記載の化合物。
６．　Ｒｆが、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２

－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－
ＣＨＦ－ＣＦ２－、及びＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－Ｃ
Ｆ２－からなる群から選択される、態様５に記載の化合物。
７．　Ｒｆが、ＣＦ３－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨ２－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ

２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨ２－、Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－Ｏ－
ＣＨ２－、Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２－、Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＦ
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２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－ＯＣＨ２－、Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２

－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－ＯＣＨ２－、Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－ＯＣＨ２

－、ＣＦ３－ＣＨＦ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨ２－、及びＣ３Ｆ７－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－
ＯＣＨ２－からなる群から選択される、態様１又は２に記載の化合物。
８．　ＲｆがＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）ｐ－である、態様１に記載の化合物。
９．　Ｒｆが、ＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）３－及びＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）５

－からなる群から選択される、態様７に記載の化合物。
１０．　Ｒｆが、ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ２）ｚ－であり、ｚが、３又は４である、態様１に
記載の化合物。
１１．　Ｒｆが、ＣＦ３－Ｏ－（ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－である、態様１に記載の化合
物。
１２．　Ｑが、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ’）－であり、Ｘが、最大５個の炭素原子を有するア
ルキレンである、態様１～１１のいずれか一項に記載の化合物。
１３．　Ｑが、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－＋ＮＨ（Ｒ’）２－であり、Ｘが、最大５個の炭素原子を
有するアルキレン、－［ＥＯ］ｆ－［Ｒ２Ｏ］ｇ－［ＥＯ］ｆ－、及び－［Ｒ２Ｏ］ｇ－
［ＥＯ］ｆ－［Ｒ２Ｏ］ｇ－からなる群から選択され、式中、ＥＯは、－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ
－を表し、それぞれのＲ２Ｏは、独立して、－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ
（ＣＨ３）Ｏ－、－ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）Ｏ
－、又は－ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）２Ｏ－を表し、それぞれのｆは、独立して１～１５０の数
であり、それぞれのｇは、独立して０～５５の数である、態様１～１１のいずれか一項に
記載の化合物。
１４．　前記化合物が、［Ｒｆ－Ｃ（Ｏ）Ｏ－＋ＮＨ（Ｒ’）２－Ｘ］２－ＮＨ（Ｒ）＋

ＲｆＣ（Ｏ）Ｏ－及びＲｆ－Ｃ（Ｏ）Ｏ－＋ＮＨ（Ｒ’）２－Ｘ－ＮＨ（Ｒ）２
＋ＲｆＣ

（Ｏ）Ｏ－からなる群から選択される式で表され、式中、それぞれのＲは、独立して水素
及び１～６個の炭素原子を有するアルキルからなる群から選択される、態様１３に記載の
化合物。
１５．　Ｚが、－［Ｎ（Ｒ）３］＋Ｍ－、－Ｎ（Ｏ）（Ｒ１）２、－Ｎ＋（Ｒ）２－Ｘ１

－ＳＯ３Ａ、及び－Ｎ＋（Ｒ）２－Ｘ１－ＣＯ２Ａからなる群から選択され、式中、それ
ぞれのＲは、独立して水素及び１～６個の炭素原子を有するアルキルからなる群から選択
され、それぞれのＲ１は、独立して水素及び炭素原子１～６個を有するアルキルからなる
群から選択され、ここで、アルキルは任意に、少なくとも１つのハロゲン、アルコキシ、
ニトロ、又はニトリル基によって置換され、又は２つのＲ１基が結合して、任意に少なく
とも１つのＯ、Ｎ、又はＳを含み、かつ任意に炭素原子１～６個を有するアルキルによっ
て置換される５～７員環を形成することができ、それぞれのＸ１は、アルキレン及びアリ
ールアルキレンからなる群から選択され、アルキレン及びアリールアルキレンがそれぞれ
任意に少なくとも１つのエーテル結合によって中断されており、Ｍ－は、対アニオンであ
って、Ａは、水素及び遊離アニオンからなる群から選択される、態様１～１２のいずれか
一項に記載の化合物。
１６．　Ｚが、－［Ｎ（Ｒ）３］＋Ｍ－であり、式中、それぞれのＲは、独立して水素又
はメチルであり、Ｍ－は、塩化物、酢酸塩、ヨウ化物、臭化物、メチルサルフェート、エ
チルサルフェート、及びギ酸塩からなる群から選択される、態様１５に記載の化合物。
１７．　Ｚが、－Ｎ（Ｏ）（Ｒ１）２、－Ｎ＋（Ｒ）２－Ｘ１－ＳＯ３Ａ、又は－Ｎ＋（
Ｒ）２－Ｘ１－ＣＯ２Ａであり、式中、それぞれのＲ及びＲ１は、独立して水素又はメチ
ルであり、ここで、Ｘ１は、最大５個の炭素原子を有するアルキレンである、態様１５に
記載の化合物。
１８．　Ｚが、－Ｐ（Ｏ）（ＯＹ）２、－Ｏ－Ｐ（Ｏ）（ＯＹ）２、－ＳＯ３Ｙ、－Ｏ－
ＳＯ３Ｙ、及び－ＣＯ２Ｙからなる群から選択され、Ｙが、水素及び対カチオンからなる
群から選択される、態様１～１２のいずれか一項に記載の化合物。
１９．　Ｘ－Ｚが、－［ＥＯ］ｆ－［Ｒ２Ｏ］ｇ－［ＥＯ］ｆ－Ｒ３、及び－［Ｒ２Ｏ］

ｇ－［ＥＯ］ｆ－［Ｒ２Ｏ］ｇ－Ｒ３からなる群から選択され、式中、ＥＯは、－ＣＨ２
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ＣＨ２Ｏ－を表し、それぞれのＲ２Ｏは、独立して－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ

２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ－、－ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ

３）Ｏ－、又は－ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）２Ｏ－を表し、Ｒ３は、水素又は最大４個の炭素原
子を有するアルキルであり、それぞれのｆは、独立して１～１５０の数であり、それぞれ
のｇは、独立して０～５５の数である、態様１～１１のいずれか一項に記載の化合物。
２０．　態様１～１９のいずれか一項に記載の化合物と、有機溶媒又は水の少なくとも１
つと、を含む、組成物。
２１．　非フッ素化ポリマーを更に含む、態様２０に記載の組成物。
２２．　前記非フッ素化ポリマーが、アクリル系ポリマー、ポリウレタン、ポリオレフィ
ン、スチレン－アクリレート共重合体、ポリエステル、ポリアミド、ビニルポリマー、ポ
リジエン、又はセルロース系ポリマーのうちの少なくとも１つである、態様２１に記載の
水性組成物。
２３．　態様２０～２２のいずれか一項に記載の組成物で表面を処理することを含む、方
法。
２４．　表面の少なくとも一部分が、態様１～１９のいずれか一項に記載の化合物と接触
する、該表面を含む物品。
２５．　発泡体の作製方法であって、少なくとも液体、ガス、及び態様１～１９のいずれ
か一項に記載の化合物を組み合わせることを含む、方法。
２６．　液体の表面張力を減少させる方法であって、少なくとも該液体と、該液体の表面
張力を減少させるのに十分な量の態様１～１９のいずれか一項に記載の化合物とを組み合
わせることを含む、方法。
２７．　前記液体の表面張力を、同等の液体を一定量の界面活性剤と組み合わせるとき以
上の程度にまで低減する方法であって、該界面活性剤において、Ｒｆが、式Ｃ３Ｆ７－Ｏ
－ＣＦ（ＣＦ３）－で表される基で置換される以外は同じ化合物であり、かつ界面活性剤
の重量が、前記化合物の重量と同じである、態様２６に記載の方法。
　本開示の様々な修正及び変更は、本開示の範囲及び趣旨から逸脱することなく当業者に
よってなされることができ、また、本開示は、上記で説明した例示的な実施形態に過度に
限定して理解すべきではない。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式：
　（Ｒｆ－Ｑ－Ｘ）Ｓ－Ｚで表される化合物であって、
　式中、
　Ｒｆは、
　Ｒｆａ－（Ｏ）ｒ－ＣＨＦ－（ＣＦ２）ｎ－、
　［Ｒｆｂ－（Ｏ）ｔ－Ｃ（Ｌ）Ｈ－ＣＦ２－Ｏ］ｍ－Ｗ－、
　ＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）ｐ－、
　ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ２）ｚ－、及び
　ＣＦ３－Ｏ－（ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－からなる群から選択され、
　Ｑは、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ’）－、及び－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－からなる群から選択され、こ
こで、Ｒ’は、水素及び１～４個の炭素原子を有するアルキルからなる群から選択され、
　Ｘは、アルキレン、アリールアルキレン、及びポリ（アルキレンオキシ）からなる群か
ら選択され、ここで、アルキレン及びアリールアルキレンは、それぞれ任意に、エーテル
、アミン、エステル、アミド、カルバメート、及び尿素からなる群から独立して選択され
る少なくとも１つの官能基によって中断され、
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　Ｚは、アンモニウム基、アミン－オキシド基、アミン、カルボキシレート、スルホネー
ト、サルフェート、ホスフェート、ホスホネート、及び両性基からなる群から選択され、
ただし、Ｘが少なくとも１０個の炭素原子を有するアルキレンのとき、Ｚは、水素であっ
てもよく、更にＸがポリ（アルキレンオキシ）のとき、Ｚは、ヒドロキシル及びアルコキ
シからなる群から選択されてもよく、
　Ｒｆａ及びＲｆｂは、独立して、１～１０個の炭素原子を有し、かつ任意に少なくとも
１つの酸素原子によって中断される、部分的に又は完全にフッ素化されたアルキル基を表
し、
　Ｌは、Ｆ及びＣＦ３からなる群から選択され、
　Ｗは、アルキレン及びアリーレンからなる群から選択され、
　ｒは、０又は１であり、ｒが０のとき、Ｒｆａは、少なくとも１つの酸素原子で中断さ
れ、
　ｓは、１又は２であり、ここでｓが２のとき、Ｚは、アンモニウム基、ホスフェート、
及びホスホネートからなる群から選択され、
　ｔは、０又は１であり、
　ｍは、１、２、又は３であって、
　ｎは、０又は１であり、
　それぞれのｐは、独立して１～６の数であり、
　ｚは、２～７の数である、化合物。
【請求項２】
　Ｑが、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ’）－であり、Ｘが、最大５個の炭素原子を有するアルキレ
ンである、請求項１に記載の化合物。
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